
みなと元町タウンニュース

発　行：みなと元町タウン協議会　住　所：〒650-0022 神戸市中央区元町通3-13-1協和会館内　発行人：奈良山喬一　編集人：岩田照彦　電話・ＦＡＸ：078－391－0831

みなと元町 タウンニュース

みなと元町タウンニュース

栄町通クリーン 作 戦

神戸元町
商 店 街 情報 月楽 市 楽 座

戸元町商店街まちなみ委員会
では、毎月第２金曜日の午後７

時から、商店街沿道で新築・増改築・
テナント新規出店などに伴う意匠変更
などの建築行為を行う場合や看板掲
出などを行う場合に、申請書に基づい
て事業主に委員会に出席いただいて、
事前協議を行っている。

近では元町3丁目のホテル新築
工事や元町４丁目での店舗付き

マンション計画などが新築工事として
協議が行われたが、こうした新築工事
の際に、必ず議論となるのが、道路境界
線からの後退距離に関する問題であ
る。神戸元町商店街景観形成市民協定
における「まちなみ形成のルール」の中
では、「壁面の位置：神戸元町商店街の
連続性を配慮して、壁面の位置は原則
として道路境界から後退した建築計画
を避けます。」という基準を設けてい
る。読んで字のごとく、壁面後退距離は
ゼロを原則とするというものである。

ころが、事業主が建築計画を進
めていく場合、限られた敷地の

中で、最大限の有効活用を図ろうとす
ると、この「壁面後退距離ゼロ」が守り
難くなるということが起こる。斜線制限
という建築基準法上のルールによっ
て、建物の形態に一定の制約がかかる
という問題が生じるのである。建築基
準法の斜線制限のルールを以下に紹
介しよう。
(1) 道路斜線制限
敷地が道路と接する場合、道路の
反対側の境界線からの距離に応
じた高さの制限がかかる。

(2) 隣地斜線制限
敷地が隣地と接する場合、隣地境
界線からの距離に応じた高さの
制限がかかる。
記右図にあるように、道路斜線
制限は接する道路の反対側の

境界線から敷地に向かって斜めの線
が伸びてきており、適用距離（商業地
域で容積率600％以上の場合は30
ｍ）まで斜線の内側でないと建物が建
てられないという規制が道路斜線制限
だ。但し、この規定は、建物の壁面を道

路境界から後退して建てる場合、後退
した距離と同じ距離だけ斜線制限の
起点が遠ざかるという緩和規定があ
る。つまり、建物を後退させれば斜線
制限による形態制限が有利に働く場
合があるのだ。

の緩和規定を前提とした建築
計画で事前協議となれば、当

然委員会としては、壁面後退ゼロとで
きないか申し入れを行うが、現実的に
は改善いただける余地は少なく、結果
的に道路境界からの後退距離が発生
し、街並みの連続性の問題だけに留ま
らず、アーケード部分の雨じまいにも
影響が出るのである。

在、タウン協から、元町商店街
沿道の建物用途及び土地利用

の考え方を各商店街振興組合で議論
いただくよう要請を行っている。この壁
面位置の考え方についても検討いた
だきたい項目の一つとしてお願いして
いる次第である。商店街沿道の建物の
建て方について、真摯な議論が行われ
るよう願っている。と
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　栄町通まちづくり委員会は３月９日（金）１０
時から１０時３０分まで、栄町通を中心に、ゴミ
拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不
法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通ク
リーン大作戦を実施した。参加者は、（元栄海三
丁目自治会）奈良山喬一、（神戸市住宅都市局）
坂田竜一・田中雄也、（広島銀行）川上雅司、（ト
マト銀行）上田良之、（兵庫県信用組合）古門佑
樹・森田絢、（パナホーム㈱）宮崎哲弘・鈴木京
子、（㈱神明）高見和香子、（神明倉庫㈱）十時
実希、（㈱イーエスプランニング）三河晶子、（佐
野運輸㈱）志賀俊之・北島幸宏、（まちづくり会
館）小椋辰海、（新光明飾）篠原博明・大森貴美
子・西村友博、（佐田野不動産㈱）佐田野宏之、
以上１９名のみなさんでした。毎月第２金曜日午
前１０時、栄町通６丁目佐田野不動産前集合の
上、実施しています。お気軽にご参加ください。
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◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０
元町占い市　４月１１日（水）１２時～１７時
元町１番街水曜市　４月１８日（水）１０時～１９時
◇元町5丁目商店街振興組合　℡３４１－３４１０
第３０回 元町児童絵画コンクール展
　４月２８日（土）～５月６日（日）１１時～１８時
　「手品が街にやって来た！」５丁目マジックパラダイス
　４月２９日（日） １１時～１７時
◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５
もとまち寄席「恋雅亭」
　　４月１０日（火）
　　 桂　三四郎 　 桂　三 若　　 桂　あやめ 
　　 笑福亭 福笑　 笑福亭 仁智　 桂　文 枝
      前売券は３月１１日より凮月堂で発売
◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３
４月５日（木）～４月１０日（火）
　　第２５回 丹水会展（水彩） 
　４月１２日（木）～４月１７日（火）
　　第６３回 木曜会　絵画展（油彩・水彩）

　４月１９日（木）～４月２４日（火）
　　第２９回 神戸パステル画会（パステル画）
　４月２６日（木）～５月１日（火）
　　第２５回 いくた１５人会展（油彩）
◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
３月３１日（土）～４月１３日（金）
　『わすれな草』・「タルコフスキー特集」
　４月７日（土）～４月１３日（金）
　『アウトサイダーズ』・『サラバ静寂』
　４月１４日（土）～４月２０日（金）
　　「2017年 おかわり映画祭」
　　『STOP』・『唾と蜜』
　４月１４日（土）～４月２７日（金）
　『ザ・キング』
　４月２１日（土）～４月２７日（金）
　　『リアル』・『君の笑顔に会いたくて』
　４月２１日（土）～５月１１日（金）
　　『ニッポン国vs泉南石綿村』
　４月２８日（土）～５月４日（金）
　　「イスラーム映画祭3」

編　集　後　記
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平野義昌

松方幸次郎　その3　
　第一次世界大戦では、飛行機、戦車、潜水艦、
機関銃、毒ガスなど新兵器が登場した。戦死者
だけで1500万人とも1700万人とも言われている。
戦後、連合国側各国はドイツＵボート最新鋭艦
の設計図入手に躍起になっていた。終戦前にド
イツ自身が艦を破壊し、現物は残っていなかっ
た。日本海軍から松方幸次郎に入手の密命が
下り、幸次郎本人がスパイになる。美術蒐集家
としてヨーロッパを動き回っても怪しまれないと
いう読みだ。
　川崎造船所は戦争で莫大な利益を得た。事
業は造船から製鉄、海運、鉄道車両へと広がる
が、好景気の後には反動が起きる。車両部門が
健闘して経営を支えていた。幸次郎は海軍の建
艦に期待していた。1920（大正9）年、戦艦・駆逐
艦など17隻を受注する。メインバンク・十五銀行
は3銀行を吸収して国内4位の大銀行になる。盟
友・鈴木商店は拡大を続け、関連企業は60社を
超えた。いずれも順調に見える経営だが、それぞ
れ大きな問題を抱えていた。川崎は不採算部門
と世界的軍縮、十五銀行は不良債権、鈴木は超
多角経営拡大・投資先行。次第に不況がのしか
かってくる。
　21（大正10）年4月から翌年2月、幸次郎はヨー
ロッパ出張に出る。まずアメリカで美術商たち
にパリ買い付け訪問の前宣伝をし、それがヨー
ロッパに伝わる。幸次郎は洋画家・黒田清輝の
紹介により、矢代幸雄を画廊や画家訪問に連
れ歩いた。矢代はイタリアで美術史を研究して
いた。ロンドンではブラングイン宅を訪問し、共
楽美術館の模型を眺め旧交を暖めた。パリに着
くと、ホテルに画商たちが押しかけて来た。
　幸次郎はＵボート図面が最優先だが、共楽美
術館のための絵も厳選しなければならない。パ
リでのアドバイザーはブラングインが推薦したレ
オンス・ベネディット（リュクサンブール美術館・
ロダン美術館館長）。幸次郎は彼が勧める絵を
次々購入する。矢代が幸次郎に、ベネディットの
感覚は時代遅れと批判するが、聞いてもらえな
い。また、矢代が気に入った絵を勧めると幸次郎
は不機嫌になる。それでも矢代は幸次郎に付き
添う。矢代にしてみれば幸次郎といるだけで
ヨーロッパの名品を見ることができる。幸次郎が
ゴーギャンの作品を見たいと言うと、画商たちが
探してくる。ロンドンやベルリンから作品が到着
する。幸次郎の豪快な買いっぷりと人間性が信
用されていたのだろう。
　矢代がある画廊でゴッホの「寝室」を見て感激
し、「日本のために買ってください」と頼んだ。
ゴッホは同じ題材で3枚描いていて、その絵は
第3枚目にあたる。写真
〈ガラス窓に当る南フランスの陽の輝き、それが
床に反射し、壁にかけた自画像に反射し、すべ
て黄色の光焔になって燃え立っているような熱
狂的な画で、誰だってこれを一目見て夢中にな
らざるを得ない。〉註1
　幸次郎は取り合わない。矢代は失望するが、
数日後、幸次郎がその絵を買っていたことを知

る。誠に残念ながら、この絵は《松方コレクショ
ン》返還品から除外された。フランスにとっても
至宝である。
　矢代は幸次郎の交渉術にも感心している。画
商の押しつけをとぼけたり、笑い飛ばしたり、絵
を褒めたり貶したり、興味を示しながら目当ては
別の絵であったり。フランス語が不自由なことを
いいことに、わからないふりをする。会話と駆け引
きを楽しんでいた。画商たちは幸次郎を、金持ち
の素人コレクターだと思っている。狐と狸の化か
し合いで、幸次郎は純粋・正直な矢代のことを、
「君なんかと一緒にいるとほんとうのことを直ぐ
言ってしまって困るよ」と呆れた。註1
　幸次郎の姪（兄・巌の娘）夫妻がクロード・モ
ネと懇意にしていて、幸次郎をパリ郊外のアトリ
エに連れて行った。モネは浮世絵を愛し、庭は日
本風、有名な睡蓮の池があった。幸次郎のこと
は新聞で知っていて、歓迎された。幸次郎のお
みやげは高級ブランデー。
《……松方さんがモネーの家でその壜を出すと、
モネーは「ナポレオーン、ナポレオーン」と大きな
叫び声を揚げて、その壜を振り上げ大はしゃぎ
であった。それからまたモネーの画をよく見て
廻って、松方さんは、あれがいい、これがいい、な
どと言いながら、モネーにこれだけの画を特に
自分のために譲ってくれといって、大作、合計18
枚を数えたところ、これにはさすがのモネーも
びっくりしたようで、まるで感激して、「お前は私
の画をそんなに好きなのか」とたずねた。》註1
　幸次郎は片言のフランス語で絵画購入の目的
と情熱を語った。幸次郎には気難しい芸術家の
胸襟を開かせる魅力があった。
　さて、Ｕボート図面入手方法ついて、『火輪の
海』が諸説紹介している。
（1）幸次郎旧知のドイツ人造船技師が仲介し、
スイス人技師が持ち出した設計図10数枚をスイ
スで入手。
（2）謎の日本人・宗像某が暗躍、ドイツ海軍の技
師から図面入手。幸次郎がドイツで買った美術
品に隠してスイスに持ち出す。
（3）幸次郎が信頼する商社マンがオランダの造
船所（ドイツ兵器会社のダミー会社）から入手。
　かなり簡単に書いたが、連合国監視の中、そ
れぞれ緊迫したドラマがある。真相は不明だ。
幸次郎はベルリン、ハンブルク、デンマーク、ス
ウェーデンを訪問、絵を購入しながら様 な々手
を打ったということだろう。図面入手後は特に派
手に買い付けた。
　この年11月2日、ロンドンで幸次郎は盛大な晩
餐会を開催している。イギリスの貴族、議員、画家
や画商を招待し、日本側は林権助大使他外交官、
海軍武官ら100名が集まった。林は会津出身なが
ら、幸次郎とは幼なじみ。後に《松方コレクション》
返還に関わる吉田茂もこの場にいた。林は幸次郎
に向かって、破産する前に美術品を買っておけ、
それが国への奉仕だ、と挨拶した。冗談の言葉が
現実になっていく。註2
　晩餐会の10日後、ワシントン軍縮会議（英米日
仏伊）で、英・米・日の海軍力比5・5・3（仏伊は1.75）、

今後10年間巨艦建造禁止が決定。戦後不況の中、
各国とも軍備拡大が財政を圧迫していた。結果、
日本の新艦建造計画は白紙になる。川崎造船所
で完成していた「加賀」は廃艦、その他建造中止、
設備投資は無駄になり、海軍に前金を返済しな
ければならない。ライバルの三菱造船所は大量の
人員整理を行った。川崎でも大量解雇必至だっ
たが、幸次郎の温情と、熟練技術者を失うことを
避けた。この年の7月から8月、神戸で三菱・川崎
の労働者による大労働争議が起きていた。幸次
郎不在の中、川崎でも解雇者が出ていた。幸次郎
には造船部門挽回の秘策があった。軍縮条約で
は潜水艦は対象外だった。Ｕボート図面入手に際
してドイツの技師をスカウトしていた。幸次郎帰国
後、潜水艦建造に乗り出す。ところが、23（大正
12）年8月、潜水艦試運転中に沈没し犠牲者が出
た。その引き揚げ作業中の9月1日に関東大震災
が起きる。共楽美術館建設どころではなくなった。
加えて、復興資材の輸入が急増したことで、日本
の貿易赤字が拡大。24（大正13）年7月、政府は打
開策として高級輸入品に10割の関税をかけた。
神戸港に到着した幸次郎の美術品にも関税がか
かる。やむなくそのまま送り返された。同年、父・正
義と美術館協力者・黒田清輝が続いて死去した。
　26（大正15）年3月、幸次郎は造船所内で転倒
してアキレス腱断裂。6月のスイスジュネーブ国際
労働会議出席のため松葉杖でヨーロッパに出張
する。外国企業との交渉、現地勤務社員激励と多
忙の中、パリで絵を少し購入し、社の技師・日置釭
三郎にコレクション管理を依頼している。
　27（昭和2）年4月、幸次郎帰国。国内は震災後
の金融政策から銀行不安が広がる。「昭和恐慌」
だ。銀行休業が相次ぐ。鈴木商店が破綻し、さら
に銀行が休業する。市民が預金引き出しのため
窓口に殺到した。川崎のメインバンク・十五銀行
も休業、松方巌頭取は責任を取って私財を放出
し、爵位を返上した。川崎は政府主導の再建策に
よって、大量人員整理、車両部門独立、造船部門
は海軍に引き取られた。川崎家と幸次郎は私財
を差し出し、役員は報酬カットや返上。幸次郎の
美術コレクションはすべて十五銀行に差し押さえ
られた。28（昭和3）年5月、株主総会で幸次郎は
辞意を表明、その挨拶は2時間に及んだ。註2
註１　矢代幸雄「松方幸次郎」（『松方コレクション展　いま甦る夢
の美術館』カタログ　神戸市立博物館　1989年）
註2　神戸新聞社編『火輪の海――松方幸次郎とその時代――
（上・下）』　神戸新聞総合出版センター　1989～90年

ヴィンセント・ヴァン・ゴッホ「寝室」オルセ美術館蔵（『オルセ美術館　絵
画』みすず書房、1989年より）。現在、「寝室」1枚目はオランダゴッホ美術
館、2枚目はアメリカシカゴ美術館に所蔵されている。
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神
戸
元
町
商
店
街
連
合
会
は
、神
戸
開
港
一五
十
年
を
記
念
し
て
、

一
月
十
五
日
締
切
で
神
戸
元
町
商
店
街
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イ
ベ
ン
ト
企
画
案
を
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十
八
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選
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れ
た
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に
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。

　
神
戸
に
ゆ
か
り
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あ
る
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ザ
イ
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タ
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提
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、

一
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転
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入
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新
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商
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貨
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製
作
、三
年
目

は
、商
品
販
売
開
始
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Ｒ
イ

ベ
ン
ト
を
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す
る
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か
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
も
開

設
す
る
三
年
計
画
で
、元
町

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
る
。

　

入
賞
の
三
氏
に
は
三
月

六
日（
火
）開
催
の
元
町
商

店
街
役
員
会
で
賞
状
と
賞

金
が
贈
呈
さ
れ
た
。

■
神
戸
元
町
商
店
街

　
イ
ベ
ン
ト
企
画
提
案
入
賞
者
き
ま
る

　乗降客の多いＪＲ元町駅東口前広場の再
整備に当たって、神戸市は一般募集による最
終案を決定していたが、入賞したアイデアに
もとづき３月末から６月末までの予定で、工
事を始める。駅前広場にゆったりしたベンチ
を川の流れのような形で数段にわたって重
ねる。その前面にも独立した円形のベンチを
備え、元町地域への玄関口に、ふさわしいス
ポットとする。

■元町の待ち合わせスポット改修工事
　３月３日・４日の両日、元町５丁目商店街で、明
石高等専門学校・神戸大学・大手前大学生に
よる卒業設計展が、ＵＮＩＯＮ ＩＮ ＫＯＢＥと名
称をかえて開かれた。モトコーを再開発する作
品や奥大山の自然のなかに点在するウエデイン
グホテル、新しい家族の形に合わせた集合住宅、
結婚式場や宿泊、店舗などを付与した神戸空
港のイメージなど１４の作品が商店街を彩った。

■ＵＮＩＯＮ ＩＮ  ＫＯＢＥ（ひよっこ展）開く
　元町商店街防災懇談会は、３月９日（金）消
防署や消防団に商店街、地元自治会が参加
して津波防災訓練を実施した。午前９時、元
町４丁目商店街の浜屋前に集合、神戸市役
所からの訓練開始アナウンスを確認して消火
活動を実施、その後、車椅子や車椅子に模し
た台車に椅子をのせた緊急の輸送具もまじえ、
避難目的地の花隈公園までのぼりつめ、元町
商店街連合会・近藤会長のあいさつで避難
訓練を終了した。

■津波防災訓練、整然と

　
西
宮
市
大
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術
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は

四
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七
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日
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で
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追

悼
特
別
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高
倉
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開
催
す
る
。同
展
覧
会
は

二
〇
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回
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。

　
高
倉
健
は
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技
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面
だ
け
で
は
な
く
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在
感
と
い
う
点
で
、ま

た
表
現
者
と
し
て
独
自
の
境
地
を
切
り
開
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た
。横
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忠
則
、森
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る
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台
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具
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レ
ス
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、出
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作
二
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五
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か
ら
高
倉
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場
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抜
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介
す
る
。さ
ら
に「
出
演
映
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思
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ら
、元
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二

作
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行
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ー
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に
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人
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未
来
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と
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て
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加
す
る
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術
舘

五
月
十
九
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十
五
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）

　
「
飢
餓
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映
画
館 　
　

五
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二
十
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よ
憤
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の
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を
渉
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映
画
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市
大
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６
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□﹁
高
倉
健
追
悼
特
別
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﹂

　
大
谷
美
術
館
と
元
町
映
画
館
コ
ラ
ボ

　　特別展 「池大雅 天衣無縫の旅の画家」
江戸時代中期の京都画壇で人気を博し「南画の
大成者」として知られる池大雅、８５年ぶりの大回
顧展です。鑑覧ご希望の方は、はがきに住所、氏名、
年齢、本紙へのひとことを添えて編集部まで。先着
順で５名の方にペア招待券をお送りします。

□読者プレゼント

モトコーから失われていく空間の再設計 明石高専･檀野 航完成後のイメージ図

重要文化財 洞庭赤壁図巻（部分） 池大雅筆
京都国立博物館（通常展示）

場
所　
京
都
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博
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間　
４
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月
２
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日（
日
）

　
こ
ど
も
の
日
や
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
、商
店
街
店
舗
で
売
っ
て
い

る
、そ
の
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に
ふ
さ
わ
し
い
商
品
名
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
を
商
店
街

の
入
り
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で
配
布
、記
載
さ
れ
た
商
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で
目
的
の
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を
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し
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用
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た
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す
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と
、探
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た

商
品
と
と
も
に
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念
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を
プ
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ゼ
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ト
す
る
企
画
。個
店
の
魅
力
と

商
品
の
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用
で
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度
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る
の
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い
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大
森
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バル
ト
三
国
の「
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ス
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マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
モ
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ル
に
、通
り
の

中
央
に
雑
貨
や
飲
食
の
屋
台
を
並
べ
、巨
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
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を
設
置
、ゴ
ス
ペル
演
奏
を
背
景
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
の
撮
影
会
な

ど
イ
ン
ス
タ
映
え
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考
え
Ｓ
Ｎ
Ｓ
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拡
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、
１．２
㌔
の
大
規
模
な
ク
リ

ス
マ
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マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
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片
山
喜
市
郎
さ
ん（
元
町
通
６
丁
目
）表彰状を受け取る大森真衣奈さん（中央）神戸新聞より

（№18−4）海という名の本屋が消えた（53）
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